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敦埠本 P.2901について

張拐I~ 麗

はじめに

唐代初期に成立したと見られる例経音義書である玄懸の f一一切経音義j(JAIL-本稿

では f玄態音義jと栴す)は、時の推移の中で倒;裁や僑裁に牧録を重ねられ、 1=1こi吉から

中世、近世を経て、現代にまで{専えられている O この警は、切ら典を設修する基本書

として利用されたことが、歴代の経戴百録などからも確認されることである O

また、この f玄態音義jは、京部長安から遠く;紘れた迭境地域である敦健 .11士魯

番においても頻繁に書寓された形跡、があり、その生の資料が各鼠に11女滅される同地

号室見の文書資料iゃから検出され績けている。これらの資料は、断裂i品が多く、そ

の相貌も千差蔦3Uとなっている O そしてその殆どには現存の[玄態音義j と祁等し

い原匂文が忠賓に書窮されている O しかし、これとは別に、現存の f玄際音義jと

は紗湾内容に差異をもつものも検出される O 本論で抜つ敦煙本 P.2901(以 1"本稿では

ip.2901Jと稿す)は、こうしたものの一本である O

P.2901は、通常の例経音義とは姿を異にしたところがあり、その特異性が特設に

注目され、報告、論考などが数多く出されている(後述)。しかしながら、この察本は、

出土以降、長期間にわたり、車なる音義書の断簡と見られて、『玄!悪音義』そのも

のであることに気付くことなく、主として韻書研究の釘象としてのみ扱われて来て

いた。

そうした中、 1990年代後年より、この潟本についての論考が活設化し、ょうや

く『玄磨音義』察本としての内容が顧慮されるようになったが、しかし近年には、

この宗本について、 f玄!護音義jのを少宗遺品であることを疑問視する撃が上げられ

出すなどしている O

本小文では、 P.2901と『玄態音義j とのかかわり、とりわけ、 P.2901の節略本

としての性格を究明しながら、紗寝遺文の)京態を正確に把握し、節略や編巻に関す

る諸問題について論究を試み、若干の卑見を呈することとしたい。また、稿末に

P.2901について、原文の採録を試み、さらに『高麗大蔵経j本(以下本稿では f高麗戴本j

と栴す)をもって行本文の校異を記しておくこととしたい。
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敦爆本 P.2901研究小史

ペリオの得るところとなった敦埠出土の P.2901は、のち彼の手を経てパリ簡民

溜書館に牧蔵されることとなった。昭和十年(1935)賞時、紳田喜一郎氏はパリの

同館に趨き、直かに敦娃出土の諸文献を調査、間讃した後、日本でこの P.2901も

含む多数の異跡を牧録して、『敦煙秘籍留異Jとして刊行した位1)。この書には「敦

爆秘籍留民目録Jが編述されているが、その巻下・五六に P.2901の一部が窮巽で

掲出され、

「一切経音義イ自信二九O一 一葉」

と注記されている O 紳田氏は、 P.2901の具鐙的内容についての記述は留めなかった

が、向氏がこの海本残巻を f一切経音義j断簡と初めて確認したことは特筆に値する O

というのは、民圏三十年 (1941)に、敦燈文献研究家の萎亮夫氏が向館で同文書を

関譲しているが、博覧の同氏も、嘗察本については、「不知潟何経音義Jと、その

内容をすぐさま見極めることができなかったほどであったからである〔注2)。しかし、

美氏は、この P.2901に高い溺心を寄せ、その一部(車字 133、婆字8、計 141候)を丹念

に録窮して、他の韻書を含めて f滅涯敦埠韻輯jを編み、これを撃界に基礎的な音

韻研究資料として提供したことは周知される通りである O

こののち、 1972年にj番重規氏が、美氏の不備を補正、増補し、他の韻書資料と

共に『磁波敦煙韻輯新編jを刊行した〔注3)。その二十年余後にあたる 1990年代末、

竺家寧、葉鍵得爾氏によるこの文書の音韻、反切等の分析的研究が公にされている

〔削)0 P.2901の語音面における研究は、一段と進捗して来たのである O しかしなが

ら、P.2901の研究は、この段階に至っても、重要な音義書であると理解されるのみで、

榊田氏が夙に指摘した『玄嬢音義Jとのかかわりについての認識はもたれぬままで

あった。この間、日本では小林芳規、上田正、石塚晴通の諸氏もそれぞれ嘗窮本に

ついて言及を行っている位5)。

ところで、 1990年代ば過ぎ頃、張金泉氏らが、 P.2901について、圏版を掲載し、

解題を付して、さらに詳細な校異を示し、『敦煙音義藍考Jを刊行するに至った〔注6)。

この警は、他の敦燈音義資料も含め、 P.2901についての、いわば先騒的詳究を果た

した勢作であり、中盟古代の語辞、音義研究、殊に備典の音義書である『玄騒音義』

の新研究においては、この書がその基礎を担うものとなった。しかし、活しむらく

は用いられた鶴版や手寓罷文字の印別の不鮮明さが、P.2901に限った事ではあるが、

問題の多い校勘本 a叢書集成初編j本、及び f慧琳音義j所引本)とのよヒ薮の進捗を妨げる

かのようになってしまったことである O

この後、十数年を経た 2008年、張涌泉氏が f敦燈経部文献合集jで、この P.2901

について改めてより鮮明な録文を起こし、上記の f敦爆音義庭考』が未使用の H責
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砂裁i本や f金蔵Jl (康勝寺本)を釘校諸本に加え、精綾な校窃jを行っている O 向氏

のこの寓本にお-する校勘の勢は察するに余りある O しかし、刊行の方針もあってか、

察本の原姿の提示がなく、釘校の諸本に関しでも、研究上に雑採さを招き寄せさせ

かねない f叢書集成初編j本や f慧琳音義』所引本を並列的に釘校本中へ付加して

しまっている〔注n。

さて、この P.2901についての本格的な研究は、張金泉氏の IP.290119li経音義寓

巻考jをIl醤矢としている〔注8)。張氏は、先に出された f敦短音義i韮考jの賞績をも

とに、P.2901をもって現存の複数の音義書と比薮した結果、「七w.玄態〈一切経音義》

関係密接J(原文は簡体字。以下関体字表記は蕗字に改めて記す)と述べ、 P.2901と 『玄態音

義j とのかかわりについて一歩踏み込んだ見解を示すことになった。張氏の P.2901

に隠する研究は多岐にわたるが、ここでその概要を摘記すれば、次の如くである。

P.2901と今本 f玄態音義Jl (険書集成初端i本)との比較。雨者の泰次、経本数、

各数、語辞数に関する詳細なデータを掲出。

P.2901と今本との巻次の異j司について推考。 P.2901の巻次の異同は大乗経、

大乗論、小乗車経7j!Jに配置された結果だとする O

P.2901の第 43~弘行に見られる f線J I叙勿JJなど以下六伎の諮問の考察。

これらは今本になく〔注9)、f高麗裁本jをはじめとする諾本に存在すること

について注意し、 f高j麗蔵本jの祖本と P.2901が一定の樹係を持つと推論。

こうした張氏の研究に緩き、近年新たに李圭甲、 i努葱品部氏の論考が11¥された。

雨氏は、 P.2901の釘校本としてこれまで諸氏の使用していた「再難本高麗裁Jが、

近年設見された「初灘本高麗戴」より 250年も晩いものであると論じて、論中で大

部の紙面を説いて、 f初離本高麗裁J所牧の『玄震音義』と P.2901の用字の詳細な

お比を行ったのである〔注 10)。

以上、 P.2901の音韻、校勘等における研究は、時を遂って着賓に深化されて来て

いる O しかしながら、曾て張金泉氏が提起した諸問題、殊に P.2901と f玄庭音義』

の関係や巻次の不規則状況の由来の考究などは、未だ論究が進まぬままとなってい

ることで、ある O

二、敦埠本 P.2901書誌率的考察

ここで改めて P.2901の書誌皐賓態を用紙、形態、寸法、書式、内容概況の各面

からt巴握してみることとしよう O

〔潟本の形態)

原来は巻子本と見られる。現在その首尾を欠き、残巻となっているが、設見、特裁以後、

破損のある首尾の紙面に薄紙を貼付して補修、改装していることが観察される。
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〔潟本のす法)

天地IIJ話29.2糎、左右長 42.8糎の格紙の用紙を 6枚張り継ぎ、総長 250.5糎の長巻

としている O 用紙一紙の寸法からすれば、巻首部の第一紙は、努頭の約 6糎が欠失

し、巻末部の第六紙は上部で約 l糎の欠失があったものと見られる O 第一紙の前接

紙、及び第六紙の後援紙が元来存在していたか否かはこの残巻からはi~1j53iJ困難であ

るが、その紗察内容から見れば第一紙の前接部には一紙程度(書:題と紗第針象書籍本文

の臼頭部が寄寓されていた可能性もあろう)、第六紙の後接部には紗寓の年途中断がなかっ

たとするならば、数紙程度(紗窓封象書籍の後末部の相蛍数の語句が書寓されていた可能性もあ

るかも知れない)存在していたもののようにも推測される O

〔潟本の書式)

紙表と見られる部位は天地各々約 2~ 2.5糎IIJ&;の余白を霞き、冠、脚を淡墨の横

線で区画している O この界部の中に各行の罫線をヲiいている O 各行は天地約 2.3糎、

行間約 2.2糎とされているが、この行内に謹巌な措書で漢語、字音にかかわる文字

が紗潟されている O それらの文字は行IIJ高大の大字単行の掲出語とこれに讃く小字繁

行の部注式の音義解説となっている O 各掲出語は平出させず、その小字の音義と共

に連総させて紗録されている O 書:潟の字態と巌正な書式を考慮すれば、これを貫く

この音義紗警が頭初の表面であったと考えられる O

紙背(左右を翻騨させ背揺を利用した)と見られる部位は、紙面に界郭線を施さず天部

に最大約1.5糎 CJEえ小約 0.4糎)地部に最大約 0.9糎の余白を残しつつ、ほほ天地一杯

に行書鑓を交えた横書で騨にかかわる問答、及び保書紗文、締法を説く文が輩行で

記されている O

〔潟本の書潟年代〕

首察本の書晴海年代については、これまでに多くの先撃がP.2901の欠筆や避詳字

を徴しそれぞれ推論を出している O こうした遊詩字による書潟年代の推定と共に書

式等によりその年代を推測する研究も出されており、それらには石塚晴通氏、池田

詮議氏の rp.2901(八世紀中主主寓、 E形式)Jとの推論やこれを承けた張涌泉氏の「石塚

情通等推断本巻潟八世紀中期窓本、庶幾近是」との見解、また石塚氏から情報を得

ていたと見られる小林芳規氏の「九世紀頃jとの設があるが、何れも明確な年代を

確定し得ずにいることである〔注 100

この P.2901の紗潟年代の推定には、紙背の文書の室長、察内容がこれを探る極めて

有効な緒口を提供するようである O 紙表の紗篤と紙背のそれとにどれほどの時間差

があるかは不明としか言いようがないが、整方の書風、字様、書式等からして懸却

する書写年代は考慮できず、かなり近接した持にこれらが順次書写されたものと想

像され、しかも紙背の習時者の妙篤と見られるものが、教化、唱導的目的をもって、

演劇的場の設定のもとに創作されたと見られる詩の贈答、感酬を摘記し、 f金調IJ三
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味経jの無生、不生、如来議、如来棒、頼、内を強識する問答の診寓を行い、しかも

椋の賞修法を詳説する文章を写し綴っていることなどから、菩提達摩系の礎の南北

に分化して教線を拡大して各々緯匠を輩出する時代、すなわち大潟弘忍の内嗣大通

紳秀や大鑑慧能、及びその門流が活躍する七世紀終末から八世紀初頭に躍要を皐ぶ

信徒によってこの蓄寓が行われていたように想像されるのである印:iao

〔雲寺本の内容概況〕

首察本は、紙表 (P.290n には、一害者の手になる部経音義(総 112行)、紙背 (P.290lv) 

には、冒頭部を欠いた女子、(鎖)総締の詩歌問答による般若の開明 (7行)、及び f金

側三味経j中の元生法門、元生行、如来裁、如来総等に関する併と大力菩薩、舎手IJ

弗等との問答 (76行)、さらに臥(玖翰)稗締の「入切犠鎌内Jと題した無念無側提

成三味に至る頓内の行法 (20行)が診録されている O 紙背紗寄末尾の「入切i蕗鍛I'"JJ 

第8行から書字が小字となり線質の違いと字問のさまにここから後が5毛筆とされる

ことが多いが、第 10行までは前部と同筆と見られる筆態が認められる。第 11行以

降もその前接部の小字の筆態と近似するところがあるように見える O なお、この寄

寓の後方空白部を 28糠程隔て「孝経一審1i二!っの題記が記されている O この文字は

冒頭の書と同筆と見られる o r孝経JJ字、本文の文字はその題記後にも痕跡すら

されていないため、頭初より紗寓されてはいなかったもののようである O

さて、紙表は全六紙のうち、一紙ごとにゆ~ 20行を綴り、総計 112行にわたる

文字が遺されている O その書詩形式は、概述した通りで各行の大手:で奇かれた掲 U~l

誌のもとに小字繁行の字音を主とした解説が記されている o 1行中の掲出語数は 3

語、乃至 4語である O 冒頭の第一紙は前述したように約 6糎ほどの欠失があるよう

で4行分程度の文字があったと見られる O 第一紙冒頭に書題が記されていたとすれ

ば、概ね 8~9諾の音義が記されていたことになろう O

ところで、第一紙の冒頭部に遺存している文字をたよりにこの文字の出擦を捜索

すると、この文字が『玄庭音義J(現存の窮本と f高麗蔵本jによる)巻第一の努頭に置

かれる『大方康保華巌経J巻五の「務自Jの音義注文中に確認されることである O

従ってこの第一紙の欠失部分には f大方!責併華巌経jの巻ーから巻田にかけての部

位から抽出して解説した玄震の音義の一部が摘記されていた可能性が高く、この第

一紙に前接する用紙があっても一紙程度と想像される o P.2901の題記(経名)や題籍、

また巻次等の明記を欠くものの、残存文字から見て、 f玄懸音義』の節目各紗本であ

ることは明らかである O

さて、 P.2901は下記する通り、前後には書完封象の原書の春次に従った紗篤と共

に、中間部にはその巻次に従わず、並べ変えた巻次に沿って、その中より諾匂を抽

出して摘録するさまが見られる o P.2901はかなり恐意的な粒111各な紗本と評されかね

ない面があるが、現存完本の第 58行から第 112行に及ぶ欄外の上冠の余白部分に
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注文書潟の誤記を補言了した添書が間隔を置いて少数留められている O それらは「督、

古、庭、木、慈、努Jの文字であり、これらを見るとその書窓がかなり厳密に行わ

れていたことがわかる O これらからすれば、嘗言語本は志向、企圏をもって原書を簡

略化して紗潟したもの、或いは、そうして撰察されたものをさらにこの筆者が忠賓

に紗寓したものと見ることができるかも知れない。

ここで P.2901の表紙の特長を更に把握するため、その喜多、海内容について、原擦

の『玄懸音義jと比較してみることにしよう O

首潟本は、『玄懸音義J全二十五巻を逐次、巻、項を追って紗寓したものではなく、

巻次そのものも )11買を異にしたところがある O この差異の棺のもとには紗窮者(或いは、

節111告を行ったもの)の意留を推察する緒口が蔵されるように思われる O 因みに、 P.2901

に紗潟されたものを現存の『玄際音義jの巻次と照合すれば、

袋一、巻三、巻二十一、巻四、巻五、径七、巻-1-、巻十七、巻二十五、

春二十回、巻十八、各十九、巻二十、巻十一、巻十二、巻十三、巻十四

とが存在していることが碍認される O そこでこれらを現存本で確認される巻次で並

べ替えると、その欠けるところは原容の「巻二、在六、巻八、巻九、巻十五、各

十六、巻二十二、巻二十三jの計八巻となることがわかる〔注 13)。ここで、さらに P.2901

に紗潟採録された掲出語の f玄態音義jの各容における分布状況を一覧表で示して

おくことにしよう O
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巻次、経名は共に f玄!態音義(同ui!縦利)による O

掲1:1:¥諾捕の括弧内のj英数字はその所在巻を示し、/は巻次の異なりを示す。

網掛け行中の数字は各々 経種数、巻次数、語辞数を示す。

PはP.2901、玄は f玄!在音義』の111告。

P.2901室長、寓の掲出詩

務口(五)/襲職、表乏(六)/口宇(八)/弥候(十四)/舷惑(三三)/

断齢(三田)/閥、宣(五一)/蹴裂、都(五八)

壊異、禦(十二)/披菱、恰{軍、監領、轄轄(十五)/焦惇(十六)

妙艇、 f真倣、 i申IJ(八)/娼飛(九)/庫、 i殿、万砧(十)

矛機、仏伯(二)/鹿曜(三)/肢諜(六)

毛並u十一)/11可食(十四)/銭紫、案(十六)/岳拐(十七)/斤節、翰護(十九)

鑑鏑(二)/停態(三)/繕塾、坑奔(四)/掩襲(六)/噺(九)/貧淋(十)

巻数:P28/玄的、 掲出語教:P'43/玄138

胃降、涙演(八)/滋味(二十)/有趨(二四)/適(十三)/凌傷(二五)

f玄Hill音義j所録の経名

『大方展~f91;翠般怨』

第
一
巻

第
三
巻
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被諒(一)/殻鏑(八)/栽梓(九)/提虫、続繕(-j-)/口喋(十一)/

資稿、芳差、

P13/玄必 掲;出言者 p

. I If肉HI比器犯比婆沙論J]評日(一)/操杖、駁色(九)/伴侃(四六)

や IIf倶合論J]策(六)/嬰方(八)/串嫡(十七)/豪麓(二一)

1-1 If出曜論J]羽夜、口市轍(一)/癒境、針先、侠、矧(二)/燐焼、宜(三)

看伊 刊 ψ 熱烈ど/F烹〔主)/会望 (J\.)ど禁~~時"
:経緯:P3/玄5 巻数:T]5〆玄f)'fi 掲出議:'P21/玄印字

第 1 If阿毘達磨)1顕正理論J]漉、法Ij罫(三一)/所檎(三三)/人強、極縫(三回)/

I!説話、誇街(五四)/狩恋(五九)
吾 i討議~""'p"I7釘… … .................f...~長室長日アヨえ印刷"議員語::;.....p:..s/説γ

敦燥本 P.290lについて

F大菩薩厳鐙ょ

山 IIf正法華経』

宅 I.....~弘道開三昧警』
巻l山 f讐雰持率三接担

l 鐙種:P'3'/玄49

『般若燈論』

F大道巌経論』

枇 IIf揖大乗論』

千1...Ifト住民婆沙論』

巻

第
二
一
巻

第
四
巻

第
五
巻
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飢(十)/立目指(十一)/1史、病(十三)/療病(一一四)/典刑(十五)/

持i矛、競鳥(一)/j翠羅(三)/~晶子 (-1-)/桐概(四七)/委然(五六)/

j盛i均(五七)/促産(六五)/鎮位Il(六七)

制制(出)/祭餓(六)/拳掃(七)/磁(一回)/雨総(一六)/各1](三五)/

地肥、探勝(三九)/胤航、茶帝(五0)
五刻、盤鉢(二二)/一面(二三)/敵頑(二四)/溺者(二三)/

損箭(二四)/金鼎(三三)/如i話、構牛(三四)/気劣(間六)/

市i百(1m七)/議倍(四八)/鰐諮(五一一)

f 巻数 ~""'p"'2K7玄89 掲!盟諸 P32/玄110
i嘆11宅、誠iミ(ニ)/企望(四)/隊ミ

『阿UI比達}~割安4合論』

第
十
八
巻

第
二
四
巻

第
十
九
巻

第
二
十
巻

第
十
一
巻

第
十
二
巻

第
十
三
巻
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掲1+.1議:P 玄1639

第
十
三
巻

第
十
四
巻
一
総
計

上記の通り、嘗宗本の編次や檎諾などの様子から見れば、節紗本であることは

分明となるが、 f玄態音義i 巻一所牧の f大方賢官g華J~'ì.*則容五の青義から、 ríJJ 巷

二十五所録の rli可昆達磨倶合論』巻五十九の音義までをi隔蹟く寓し取ろうとする姿

が見られる O この宗本からは、『玄際音義j所録中の 106種の例経、 332項の音義

とその注文の一部が検出され得る O しかしながら、経巻や語辞の選別に関しては、

かなり偏向する様相が窺える O 例えば、『玄庭音義j答ーには、『大方康保華巌経j

から f法矩陀羅尼経jにかけて 6種の併典音義が留められ、 P.2901にも同数の保典

音義が見られるが、これとは釘照的に、『玄磨音義j巻七に本来牧録されている『正

法華経Jから『文殊師寺Ij現寅蔵経jにかけて 49種もの倒典音義のうち、P.2901には、

僅かに f正法華経jr弘道j責額三味経jr等集衆徳三味経』の 3種の191J典音義のみが

採録されている O しかも、 f大方農相IJ華巌経Jからは 12の語僻、 f正法華経』

からは僅か l、2の語鮮を採録するだけなのである O

など

三、敦埠本 P.2901巻次の再検討

P.2901と f玄態音義jとの関には二つの大きな相違黙が見られる O その一つは、

P.2901は『玄態音義jの掲Ijj字とその注務諾を大幅に取捨することであり、また他

の一つは、巻次の不規射状況を見せるといった鈷である O この巻次の相違について
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は、警来の諸先皐は論評を行わなかったが、近年、張金泉氏がこの状況について注

意を払い、二度の言及を行っている O 因みに、ここで同氏の文言をヲiいておくこと

としよう O

「粗看凌需L. 賓則~守巻二一移居巻三輿在四之関和終巻一七至巻二十連片移居容

-0和袋一一之間二端而己，其原因不詳0 ・・・・..J 

ついで、これに績く後出の論中で同氏は、

f按玄態書的巻目標明，各二十一矯“大衆経" 巻十免“大乗論

巻U以、大乗経、論居前。市各十一標明是“ノト乗車経.. iJf以推知巻十一、十二、

十三因‘刀、乗車経"居後。J

と記している出 14)。しかし、この巻次の不規則状態の根本原因の解明は行つては

いないのである O

[P.2901の未確認諸巻の問題)

ここで改めて、その巻次の相違を出来させた原因について、すなわち、首潟本の

筆者、或いはこうした形を創出した書者の意圏〔注lむについて、推考を試みておく

ことにしたい。

さて、上記の文の如く、張金泉氏は、大乗の経論と共に大乗の翠経を春次区分の

基準に見て、推論を出しているが、しかしJ玄態音義』全二十五巻中、「大乗経J、「大

衆論」にかかわるものはほかにも存在している O 巻二の f大般浬柴経jと巻六の『妙

法蓮華経jは共に「大衆経jであり、巻二十二の f稔伽蹄地論j、及び巻二十三の『類、

揚聖教論j等、何れも「大乗論jである O しかも、 P.2901で確認される「大乗経」

である巻ーと巻三の問、及び巻五と巻七の関に、それぞれ向じ「大乗経jである者

二、巻六を置くのが本来の『玄態音義jの姿である O にもかかわらず、何故それら

は置かれるべき侶所から抜け落ちてしまったのであろうか。車に破損により欠失し

てしまったとは思われぬところがある O

また、各十は f大乗論jであるゆえに「居前Jさせられる、といった張氏の見解

が成立するならば、向様の「大乗論jを牧める春二十二、巻二十三は嘗然それに後

積させられることになろう O ところが、P.2901では、巻十に後績させられているのは、

「小乗論jを牧める巻十七となっている O これらの事柄については、張氏は詳言を

控えるかのj惑があるが、ここで、筆者の気付いた事柄について記すことにしたい。

先ず、現在確認できる P.2901の『玄嬢音義』に該嘗する巻数を再掲しておく O

春一、巻三、春二十一、巻回、巻五、容七、巻十、巻十七、春二十五、

巻二十四、各十八、巻十九、巻二十、巻十一、者十二、巻十三、巻十四

これらの配巻状況を観察すれば、巻ーを巻首に、巻二が省かれて、巻三へと護き、

ついで、巻二十ーを置き、さらに巻回、巻五等と連ねていくさまがわかる O このさま
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は総鐙として紗完封象である?玄態音義jの巻次とは異なった不規射な巻の配置と

なっている O また、 P.2901の巻頭部については、一部欠損がある事:震が知られるも

のの、 f玄態音義j巻ーの f大方康保華巌経j音義の全内容、及びP.2901の節鈴本

としての要素を考慮すれば、この欠損部設は既述したように、 i可巻冒頭にと記され

ている語句、音義の中の数係自に過ぎないと推溺できる O

また、末尾の巻十ーから各十四にかけての四巻は、現在の情況から見れば、全挫

の後部に罰される 7ちとなっている O巻末の巻十1m よ!~以降は原本に破損があるため、

後捜するものは何巻で、如何なる保典の音義であったのかは不明で、あるが、現存の

巻十ーから巷末までの状況を観察すれば、

巻十一:小乗車本

容十二:小乗経

巻十三:小乗経

巻十四:小乗律

と言った構成となっており、現在 P.2901に確認されない巻十五、巻十六のi樹容は

共に「小乗律jであるため、春十四の「小乗律J音義に綴くものと見られる o P.2901 

の原状から推考すれば、この十五、十六巻は元来、後接されていたものの、破損等

によって欠失してしまったのであろう O

ところで、上記の巻十五、を十六以外に、現在紗本中に確認できない部分がある。

巻二、巻六、巻八、各九、考会二十二、巻二十三の六巻である O この六巻は、元来存

在したものの、海本の破損等によって失われたものなのであろうか。ここで先ず、『玄

態音義』にもとづき、この六巻の内容、巻数について確認してみると、次のように

なる O

巻二

各六

『大般浬築経J

『妙法蓮華経』

(四十巻)

(八巻)

巻八 『維摩詰所説経.] (ほか七十一種大乗経律)

巻九 f大智度論.]一百巻)

巻二十二 u余命IJ師地論.]一百巻)

巻二十三 『額揚聖教諭.]ほか十種大乗論)

これら六泰の音義にかかわる偽典のうち、巻二、巻六、各九、巻二十二の四巻は、

何れも軍経であり、春二、巻六は「大乗車経Jで、巻九、袋二十二は「大乗論jで

ある O しかも f玄懸音義jの容中では、巻二は四十巻本『大般浬繋経jの音義であ

るが、巻ブーし、巻二十二は侭れも一百巻を超える備典の雄編にかかわる音義である O

また、巻八は軍経ではないものの、『玄態音義』の中では、 71種の保典の音義を記

す「大乗経(律)Jである〔注 16)。さらに巻二十三は f額揚聖教論.] (二十巻)ほか 10

種を牧録する「大乗論Jの音義を記すものである O これらは何れも長谷の例経論の
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音義を留める巻なのである O このさまを考慮すれば、この P.2901~土、節 i格的な性

格等を濃密にもつものであるうえ、専門的保諾等をより減殺しているところが窺わ

れるため、大型の俄典にかかわるものを嘗初から取り外しながら書窮されたものの

ようにも思われるのである O

(P.2901の況巻問題〕

ここでさらに上記した『玄感音義jの巻次がこの察本で何故このように変移させ

られているかについて、卑見を記しておくことにしたい。

この件に慨しては、嘗完本が大乗、小乗の経・論別に配巻されていると推論した

張金泉氏も「其原因不詳Jとするのみであるが、嘗完本の配巻)11買を詳覧すると、次

のような九三となっていることカぎわカミる(ここでは、 f玄腰音義jの後出の巻を蔀方の巻問にi置

いた部門立のみ記すことにする)0 先ず、一つ自の部位は次の倍所であるが、

巻第一(大乗車本)

f大方康管IJ華殿経Jr大方等大集経Jr大集日寂分経Jr大集月蔵分経Jr大威

徳陀羅尼経Jr法1:1~陀羅)~経J

巻第三(大乗経)

f摩詞般若波羅蜜経Jr放光般若経Jr光讃般若経Jr道行般若経Jr小品般若経i

rl~J支無極経j r長安品経Jr勝天王般若経Jr仁王般若経Jr金問般若経j

容第二十一(大乗経)

f大菩薩裁経J~大方等十輪経J r説無垢稿写経Jr解深密経Jr分~lj縁起経J r能
衛金側般若経Jr菩薩戒本Jr稀讃浮土経JJr係地経JJr勝軍王経JJr記法住経JJr六
iヨ1]陀羅尼経JJ r般若心経J

と、大乗車本を先にし、大乗経の横きの巻第三の次に巻第二十ーを置いている O こ

れは大乗経、小乗経と配列する中で、内容上の関連からわざわざここに据えたとい

うのが正しく、巻第三の後に巻第二十一を配置した理由は、「般若」、及びそのもの

にかかわる「陀羅尼Jの経文の音義を留めるものとしての流れをもたせ、しかも奮

誇を先に置き、(玄奨)新謬を後に置くといった基本に従おうとしたからと推考され

ることである O 次の二つ自の個所は、

を第十七(小乗論)

日時IIlrt曇mlt婆沙論JJ r迦;路延何日!花曇論Jr舎手IJ弗阿部tt曇論JJ r倶舎論Jr出耀論』

巻第二十五(小乗論)

rJl可能rt達磨iII夏正理論j

巷第二十四(小乗論)

ヲIIlrt達磨倶舎論j

とされている O この巻々はすべて小乗の論部に属する毘曇部(阿毘曇、何毘達磨は
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Abhidharmaの音詩語)のもので、第十七所牧の f何百比義政婆沙論jは、北涼浮i吃抜摩

(Bhadhavarman)誇出の奮諜(玄奨新誇 f阿Illlt曇地婆沙論jの前出のもの)で、さらに H具合論j

はその摘録語、音義から尊者世親 CVasubandh心造の論を!凍畏.諦 (Paramむtha)が諜出

したf阿部比達磨f具合論jのことである。何れも奮い漢謬経論であることが縫認される O

これに釘し、巷二十五所牧の n抑止達磨}II震正理論iは、世毅造の r1呉令論jを衆緊

(Samghabhadra)が批判した論著(，f具合笹議jと稿したものを改めIJ!I真正理論jとしたもの)、玄

英三裁が漢詩したものである O そして、巻第二十四所牧の n可mlt達磨倶舎論jは大

唐新誇と付記されるように、玄笑三裁が大慈恵寺の謬場で永徽二年ーから五年にかけ

て新たに誇出した経論で、これらを絞める巻々が、警謬日呉舎論j→奮謬 f供会論j

批判論→新誇 f倶合論j、と配列されているわけである o P.2901の配巷}II震は上述

のようで、上前のものに密接にかかわるものを後援させるという企闘のもとに成っ

ていることは明らかであり、こうした形を作り上げた者は保典に明るい絡衣の俗徒

以外には考えられぬようである O

問、敦煙本 P.2901原擦の再確認

上記の通り、 P.2901には、明確な例経名ゃを次等の紗篤が見られないため、これ

までには f係経音義Jとされるのみであった。そのため、この紗潟残巻が f玄音義j

にかかわるものであることは長く認知されなかったのである O しかしながら、その

のち、研究者諸氏の論考等を経て、ょうやく本残巻が rr玄態音義j節紗本jとほ

ぼ結論付けられるようになった。

ところが、近年に至り、この寓本の『玄嬢音義j由来設に疑念を呈する撃が上が

り出し、例えば、「初)離本高麗蔵JとP.2901との巻次の相違を理由に、

「図此無法排除

果異是這様，乞可能是〈玄態音義〉之前的音義書o (一中11塔…)乞輿55U的抜本相比，

遺漏的内容太多，這譲乞i矧買値大打折拘J

と評述されることなどが起っている〔注 17)0 P.2901が『玄懸音義jの紗濡本である

否かについては、これまで各種の研究成果があり、それらによって『玄懸音義jの

鈴本としての性格が明らかにされて来たのであるが、これに疑義を差し挟む意見が

出されたわけである O 李氏らの所論は述意不明瞭なところがあるが、ここで、 P.2901

が如何様なものであるのか、『玄際音義j とのかかわりを視野に入れて紗海内容を

検証し、筆者の気付いた二、三の事柄について記述を試みることにしよう O

さて、上記のように、 P.2901には、『玄懸音義jの巻ーから巻二十五にかけ

て、計十七巻(中間に八巻の欠巻もあるが)にわたる音義が存在している O この中に巻

二十一、巻二十四、及び巻二十五の三巻の内容も確認される O このことは、紳田喜
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一郎氏の考証以来、研究者間に局知されるようになった事柄であるが、『玄態音義J

全二十五巻のうち、巻二十ーから巻二十五までの五巻は、玄突三裁によって新たに

誇出された、いわゆる「来~誇J 例典となる『大菩薩蔵経j から『阿毘達磨}II貢正理論j

まで、計26部の経典におする例経音義である〔注 18J。ここで、これらの「新誇j保

典に釘する f玄際音義j以外の例経音義について再確認してみることとしよう O

先ず、李圭i予氏らが述べた『玄庭音義jより以前の音義書についてであるが、道

笠『大麿iプヲ典録j巻五、及びi可撰述『緩高僧{専j巻第三十「陪東都慧日道場蒋智果イ専j

末にIy付載される智饗の{専記に操れば、北斉の道慧、、 1)育の智審がそれぞれ「一切経音j、

「京経音J(何れも快諾:)を著わしたことが知られる O しかしながら、 P.2901に見られ

る『大菩薩放経jr大乗十輪経j(以上 f玄腔音義j巻二十ーにあたる)、 rli可毘達磨倶舎論』

(1可巻二十1m)、n可毘達磨}II真正理論j(1司巻二十五)の音義は、上記に述べた通り、こ

れらは何れも玄突誇経にかかわる音義であるため、北湾の道慧、惰の智審の音義書

とは到底考えられるものではない。それt:J，lr年の音義書というと、庭士顧湾之撰「新

~女一切裁経音義序J (r慧琳音義j冒頭開成五年)に、

「箇初有沙門玄態及太原郭庭士、立立著音程......J 

という一文が見られ、これによれば、玄態法締とこの郭庭士こと郭透とはほぼ同時

代の初唐の人物で、『新定一切経類音j(扶書)を著したことがあったということに

なる〔注 19J。郭透にかかわる記述は断片的なものしか遺存しておらず、その詳細は

不明であるが、「庭土jとあることから、準僧でもなければ、玄突の誇場に参列し

た人物でないと見られる O 上記の f大菩薩蔵経jr阿毘達磨}II貢正理論jなどにかか

わる音義を著した記録には、この人物にかかわる記事は一片も見雷たらない。

また、『玄懸音義』より以降の音義書というと、第一に『慧琳膏義Jが奉げられ

るO しかし、 P.2901に見られる『大菩薩裁経jr阿毘達磨}I慎正理論jr阿毘達磨倶舎

論jの三音義に限ったことではあるが、『慧琳音義jには『大菩薩戒経J音義の牧

録もなければ、『何毘達磨}II貢正理論jr向毘達磨倶舎論j音義にIl脅しては、『玄嬢音義j

の首該箇所を引録しているだけである O

こうした中で、 P.2901を再開すると、この完本は節略本であるため、 f玄庭音義J

の該蛍部分のすべてを検出することができないが、現在確認できる f玄庭音義』の

各二十一、巷二十回、及び各二十五の三春の内容、すなわち、紗記される文字の賓

態からして、そのものは『玄態音義jそのものの一部と確認されることである O そ

のため、この紗本は、玄謄以前の撰書と見ることも、 t:J、後の別人の著作と見ること

も不可能となる O

なお、李圭甲氏らが P.2901に釘し最後に「遺漏的内容太多，這譲乞的債値大打折拘J

と評述した文については、意完本の「節III各本jとしての機能や性格などを考慮して

いるものとは見られず、その公正な債値を低減させかねないようにも看取される O
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五、敦憧本 P.2901語録の選別小考

上述したように、 P.2901は、 f玄態音義j原書の一部の掲出諾を取り上げ、その

注文も縮約して再構築したものと看倣されるものであり、その様相がさまざまな鑓

所に確認できる o P.2901の各掲出語及びその音義の注文と f玄態音義j原文の掲出

語及びその音義の注文を比較すると、 P.2901では、 f玄騒音義jの元来の掲出諾そ

のものを取るものと、原掲出諾の文字の一部又は一方しか取らないものといった二

様態があることがわかる O また、その音義の注文も、ほほ原文通りにするものと、

これを節略したものの二種があることがわかる O 習字の易化のためか、P.2901はf玄

態音義j原文を適嘗に取捨しているように見受けられる O ここで、 P.2901の賓態を

詳知するため、その特徴的な状態を示す部位について、 f玄懸音義jで大多数を占

める二文字の掲出語とその注緯語とにお-比しつつ挙例してみることにしたい。

(原掲出誌をそのまま襲い、注稗をさまざまな形とするもの〕

下記の諸例は、掲出語そのものは f玄態音義jの原文と同様であるが、注文をさ

まざまな姿とするものである o (以下、引用した?玄懸音義jの用例は f高腿戴本j及び熔世潟

本による。なお、表記した文例の上段は P.290lで、下段はそれに釘賂する{玄!日長音義jである。)

①所掲の二文字中の一方の巽鐙字のみを列暴し、反切、出典(依機する典籍)、及びそ

の原文、また稽意を記さないものO

例:r牢嬬J(P.2901の72行自/r玄態音義j巻19の印1;本行集制巻 56)

「牢情、又イ乍纂」

「牢靖、又作纂同、而振反、字林傭柔也、通俗文物柔日傭」

②所掲の二文字中の一方の文字について文字の賓態、及びその反切を記し、依援す

る書籍名、或いは稗意を記さないものO

例:r焦惇.J(P.2901の8行巨/r玄謄音義』巻 Iの{大方等大集経j巻16)

「焦11季、古文庫向、其季反J

「焦11季、古文疹向、其季反、字林心動也、設文気不定也j

③所掲の二文字中の一方の文字について文字の賓態、及びその反切を記し、また部

分的な稗意を施して、書籍の名、或いは語解は一部省略するものO

例:r潟嫉J(P.2901の64行自/r玄感音義j巻18の f雑jl可塑曇心論j巷 2)

「潟嫉、古文誠{疾嫉問、自栗反、嫉妬也J

「篤嫉、古文誠依峡問、自栗反、楚僻故興心陪嫉妬、王逸日害賢日嫉、害色

白妬也J

④所掲の二文字中の一方の文字の反切のみを例出し、その他の文字の反切や依援す

る書籍名を示さず、所掲語の全鰭を注解するものO
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例:r接扶J(P.290lの 47行自/r玄感音義j巻 10の f大荘厳経論;巻1)

「撲殺、市羊反、横袖出管矯嬢扶j

「議役、部羊j文、援i捻也、下弥蔽反、苑云挟襟也衣袖也、諒権衣出管震嬢挟せ1J

①所掲の二文字の校異、及び異殻字を含めた用字を記し、依援する書名や語解を行

い、反切や詳細な注稗を示さないもの。

f)iIJ : r的HコJ(P.290lの 94行iヨ/r-玄腔音義j巻 12の f修行道地経i巻 5)

「糊口、又作鈷問、方言寄食也j

I ff，出口、又作鈷問、戸姑反、方言寄食'む、江j住之隠語;寓食震館、 1]¥疋糊鐙也

郭瑛日t!p燦也鐙音之然、反J

⑥経文の異i護学のみの指摘を行い、依援する書籍名や注解を示さないものO

例:r委然J(P.2901の 78行 自 /r玄態音義j巻 11の I正法念経j巻 56)

「委然、経文1，1=門作i顎ゴ1=也J
「委然、鳥腐反、説文天清也、委亦鮮翠之先、経文従門作|顎非健也j

⑦ f玄際音義j)京文の掲出語及びその音義の注文とほぼ一致しているものO

例:I問1-1誇J(P.2901の 28行目/r玄!荏音義j巻 21の f大乗 H論経j巻 4)

「長手持、説文作苓翠問、仕行反、下女庚反、髪乱也、不茂日李寧J

医科部、説文イ乍李挙向、仕行反、下女庚反、髪詰L也、不茂亦日開持J

P.2901には、以上のような形姿があり、総怯から見れば、原本『玄庭音義jの原文、

殊に注文部の語解の依擦や用例を示す書籍名や稗文の省m各が自立っている O

〔原掲出字の二文字の一方を取り、注緯を施すもの)

『玄態音義jは漢詩衆経中の重要な難解語の二字句を取り上げ、その音義を注記

したものである O しかしながら、 P.2901では、こうしたこ字句の中の一字のみを採

取し音義を記したものも相;童数見られる O その数は残巻の中ではあるが、計 39個

所に上る O ここで f玄態音義』に見られる元来の二字句と共にそれらの各々の字例

とその所在の行を下記しておくことにする O

P.2901 玄感音義 P.290l 玄態音義 P.290l 玄懸音義

行 例字 例字 行 例字 例字 1l' 例字 例字

5 !関 門i鵠 29 Jf専 J#?平 56 ~苓 於!註

5 ζ1豆土7 宣}X 30 li噴 殿擬 56 菱4 難治

6 〉組3KZi 禦之 32 十愈 槍透 58 漉 漉諸

9 i市j i期j戯 35 {失 {失用 61 官九 飢健

ヲ 樟 揮身 36 2重 婚相 61 提 !堤塘
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9 H款 轍於 36 事R 四机 61 癒 ;郎支

13 案 従葉 38 虹 自白: 63 鮭! ?蒸鮭

16 噺 畷聾 39 鯨U i親身 80 投 l 権ii菜
ー一

18 適 適生 43 線 ;楚;線 81 さIJ 各社治

21 蛮 9!百輩 46 詔 音諮 93 説 言ft吉

22 '1友 核大 52 策 乗策 97 議jt明

23 可E 議機 55 1笑 j密集 104 陥 !鴇比

27 言再 不前 56 会~I 釘|繋 106 翠我
」一一一 」ーーーーーー

これらの個々の掲出字下には、それぞれに音義の注が施されているが、ここでさ

らにそれらの中の諸例を奉げて、 f玄態音義 J京本の施注の字匂と比較しながら、

P.2901の注文がどのように記されているかを例示しつつ検証してみることとした

い。(玄態音義j原舎の例はほi麓蔵本jによる)。

① P.2901は、 f玄態音義jの注中の反切と書名を取り除いて、その異iWI字のみを注

号事している O

例:r宣J(P.2901の5行自/r玄腰音義i巻 1の f大方j変19H華厳縦{巻 51)

「室、古文憧伺J

f宣奴、古文憧問、雪縁反、カミ疋宣遍也、設文奴次第也J

②P.2901は、注中の反切と書名を取り除いて、その異鵠字について注懇するがこ

こではさらに字義をも注解する O

例:1I笥J(P.290lの 5行自/r玄態音義j巻 lの f大方j長側華!殻経j巷 51)

口調、又作栂門限也」

「門潟、又作梱i可、苦本反、三蒼椙門限也J

③ P.2901は、注中の書名のみを取り除き、その異健字、反切、字義にかかわる文

明記する O

1JU : 1イ失J(P.2901の35行自/r玄感音義j巻 4の閉じ名経i巻 10)

「イ失、古文挨線記三形j司、事JL反、侯猶侍也」

11:失用、古文挨殺妃三3ì~向、並事JL反、か疋侯侍也j

④ P.2901は、『玄態音義』の注中の書名と字義を取り除いて、その異鰹字と反切及

び簡単な語解を表記する O

例:iR重J(P.290lの 36 行 I~I/ r玄臨幸義j巻4の n践例;三昧海経』巻 1) 

「陸、又作律問之勇反j

I~重相、又作衝i可、之勇反、説文相法母、亦追也、往来之克也J
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①P.2901は、注中の助字 f器名也Jの「也j字のみ(脱字の可能性を含む)を取り除き、

その他はほぼ原書通りに反切、書名、字義、さらに経文の異字に及ぶ事柄を綴記

する O

例:r志flU(P.2901の36行自/r玄懸音義j巻 4の f観倒;三味海経j巻 1) 

rilJR、古胡反、説文机稜也、経文作鰍、語名非義也j

「四机、古胡反、説文相l綾也、経文作鰍、器名也鰍非義告。

おわりに

撰番以来、 1400年の歳月を関した『玄窓音義jは、各朝代に編まれた裁経等に

含まれる多数の子核日本等によって今日にまで惇えられている O しかしながら、この

警が、寺院乃至民間などにおいて、どのように扱われ、如何様に流布されて来たか

は、関連資料の少なさも因となって究明され難いままとなっていた。ところが、近

年、敦燥・ 5土魯番出土の生の文書断片の再確認等によってその様子を探ろうとする

動きが起こり、その実態の詳考が進められ始めた〔注20)。奮来、『玄窓音義jは、係

書等を!苅議するために用いられるものとして珍重されて来たのであるが、 P.2901等

には、これを透脱する性格が見え隠れし、語辞、音韻を知るための字書の一種に変

容させられつつあるさまが窺えるのである O 原書所掲の文字、音義を節略、紗寓し

て編書するのは、取捨された語句、音義に併語を極端に節略する状況が確認される

ため、備蓄、経論、関譲研究のための工具書としての略本を創出しようとすること

とは違ったこと、恐らくは、漢語の辞句を簡便に知るための字書を編もうとする目

的があったからではあるまいか。『玄懸音義Jの研究には、その原書を追求するこ

とも、またこれを受けた後出の諸本の賓態を探ることも重要なことであろう oP.2901 

は、首尾を欠失した断片とはいえ、従来の f玄嬢音義Jの書式を大きく愛貌させた

形をもっており、このもの自体に『玄懸音義Jの流布の賓態や衰亡のもとを窺わせ

る手がかりが7蔵されているように思われる o P.2901は、傍典を讃むため、という蛍

初の役割を離れて、漢詩の属文、修辞の用のために、そのもととなる語句、音韻を

原議てから節略、秒、録して成ったものと推察される O この書は、唐代初期に至る折の、

総流の修撃の動向の一端をあかすようにも思われる O

敦:崖・吐魯番遺書中に、数多くの識字謀本、音韻書、字書などが後見される賞情

は習撃用字書の需要が生じてきた事賓を消息することで傍典音義書が、イ弗語を減却

する形で改訂、節略、秒、寓されることと大いに関わりをもつように思われる O

P.2901は、僧徒、しかも棺懸の偽撃を修めた沙門の手になったであろうことは、

その巻次の編配を一顧しただけでも容易に推察できることである O そしてこの信徒
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は、例えば、紙背に記される演劇的場を設えて詩句態割による奨理奉示を行うよう

な文辞や詩偽の類を綴!')得るものであったように筆者には想像される oP.2901はf玄

態音義jの逓{専の中から生み出された得難い資料であると言えよう O

〔注〕

1. 桝田喜一郎編纂 f敦士皇秘籍留異j2情(京都小林鶏奨製版所 1938年 2丹、のち向氏「東

洋皐説林・敦憧秘籍留異Jr柿田喜一郎全集j第 l巻 i可m3舎出版 1986年 l丹に再JI女459頁)

2. 萎亮夫氏は「不知鶏何経音義。起「霊警報JI衰議Jニ詩、注中引用之番説文最多、此外有字i盟、

崖寒由民月令、方言、藤雅、 三蒼、史記、如淳説整類等。設検問時、以倉卒未録会器、

{董jj守与字率有践者録存百数十様、京井存市不楼云、民鴎三十年(1941年)六月中旬、売夫誌。j

と述べている。(萎亮夫 h巌涯教:憧韻輯j1955年上海出版公司、のちi司氏 rt;議涯敦爆韻省二

審子考稗j討1r江古籍出版社 1990年 10丹に再牧 139頁)

また、こののち、周法高氏は「数煙本玄態音義残巻，晃教埠ff~、籍留民新編. Dま巻戴巴禦

圏家臨書館，佑希和編呂 2901競。予曾取輿今本針勘，まIJ敦埠本所牧11長敬遠少於今本，如

今本第十七巻，敦埠本僅二十一様.藁節喜多、本也。{豆毎様下音稗 員Ij輿今本異i可不大，予見

有政論之。Jと述べている。局氏は P.2901について紳出喜一郎氏の f教協秘籍留奨新編j

からその情報を得たようである (f玄態反切字表的玄態反切考j(香港)崇基帯出 196811三

12丹 198頁)。なお、これにかかわる初出の論文は「玄懸反切考j判コ央研究段歴史苦言研

究所集干む 201948年第 359~ 444頁)である。

3 潜重規氏の論考は、萎亮夫氏所録の P.2901の一部である 141J衰の音義を引錯したうえ、さ

らに、萎氏の務文の一部を訂正しつつ、菱氏未録のものも加え、計 99項を掲出したもの

である O 同論の冒頭に rp.2901摘録本新校Jとして「白格。背矯残f弗経。苦有女子輿禅師

問答詩巻、尾有標題一行:I孝経一巻井序j。萎氏云:本巻鶏唐寓本、不知篤何経音義。重

規案:所引無唐以後書022校正萎氏紗誤、並略補輿字皐有関者如干練。Jと記述している。 cn高
涯敦埠韻輯新編j(香港)新車研究所 1972年 11月 560~ 571頁)

4 竺家寧氏は P.2901の280伎の音注資料のうちの 180僚を採取し、主に整母の面から『慶韻j

との比較を行い、 P.2901と『経典蒋文jr玉篇J等との反切用字の異同を比較し「似乎可

以推断本巻賓矯嘗時譲書人按嘗時諾音捻書的音義認典，復可能是一部放在手透的参考工具

書。jと述べている。(竺家寧「巴繁所戴 P.2901敦埠巻子反切研究J第十六届全国整韻撃

事術研討曾論文彰化師範大串 1998年 3月のち、中華民盤整韻撃事曾騒立彰化師範大挙

国文系主編 f整韻論叢J第八輯 1999年 5月 227~ 244頁に再掲)

この竺氏の論考に釘し、葉鍵得氏は、これを推奨すると何時に、竺氏の採録保を補正、

さらに同氏未採録の 280篠1=j::Jのその他の 100伎を補充、分析を行い、 P.2901の用途につい

て「…態該是矯了方使関譲某本錦経所倣的字形、音義的泰子...Jと述べている。(葉鍵得「巴

禦所戴 P.2901敦;埠巻子反切問題再探Jr葦北市立師範事腕挙報j第三十期 1999年 3月 241

~252 頁参照)

5. 小林芳規氏はIP.2901、十九行 一切経音義よりの紗出、巻次、経名不定、九世紀鶏本jと記述。

(向氏 f一切経音義解題J古典研究曾 f古辞書音義集成j一切経音義(下)汲古書院 1981
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年 7)~ 512頁参照)。この「十九行Jの記述からすれば、 i司氏の[1者閲したのは、全六葉の

第一葉のみのようである O

上田正氏は fP.2901前後残欠し巻数も経名も記していないが、精査するに現存は巷一、三、

f2J号、五、七、十、十一、十二、十三、十四、十七、十八、十九、二十、二十一、二十四、

二 1-五である O をの}IIs序は乱れており、巻内の誇も飛び飛びの摘録であり、言11稗も節111告し

たものが多く、凡そ三百三十余条jと論述。(同氏「玄庭音義諸本論考Jr東洋皐報j第 63

巻第 1・2境問81年 12月参照)。

石塚11青通池田証寿雨氏は fp.二九Oー(八世紀中期潟、 E形式)J と表記。(同氏「レニ

ングラード本一切経音義一φ二三Oを中心として(同i黙諾と割問I~資料j 第八十六輯

平成三年三月参照。)

なお、 P.2901について言及したものには、徐日寺儀 f玄!藍〈衆経音義》研究j(中華書局

2005 il三3月 41~ 42 頁)、子亭 f玄I.~ r一切経音義j研究j(中国社会科事出版社 2009年

6)=J 89 ~ 91頁)などがある O 但し、この P.290lに限つてのことであるが、徐・子雨氏は、

張金泉氏の論考を引用するのみである。この徐、子爵氏の文には、張金泉氏の誤述部分を

をそのまま援用したところが見られる O これについては注意が必要となろう O

6 張金泉存i二建平著作文爆音義laK考j(杭丹、!大皐出版社 1996年 12月 912~ 980頁)

7. ~l~涌泉主錨) W敦埠経部文)~*合集j (第十7i庁小皐類刊H経音義之麗(-)張涌泉撰) (中華書局

2008 il三8)~ 4939 ~ 4998頁)。張涌泉氏は、P.290lを校勘するに嘗たり、「参校本Jとして『績

砂減j本、町長率集)l見初j編j本を、さらに f金蔵j康勝寺本、『慧琳音義j所ヲ!本を参考と

して校勘を行っているが、一般的に善本とされる f高麗戴本』の使用を避けた i真意は不明

である O

8 張金泉 fP.290l切ら経音義寝巻考J(W杭ナ1'1大皐皐報j(哲皐社会科皐版) 1998年第 l期)。し

かし、この11寺は、神田喜一郎氏がこの完本を f一切経音義j と指摘してから既に年世紀以

上を経てしまった 90年代午ば過ぎであった。このことは、 P.2901の内容自躍の究明にか

かわる研究の遅れを如震に物語ることであった。

9. この「線、紛側、法i様、懐版、ー除、龍軍Jに関して、張金泉は「皆不見於傍本Jf鴬惇本所無J

と述べたが、これに釘し徐時儀氏 (f敦士皇潟本《玄擦音義》考補Jr敦煙研究j2005年第 l

~m )も指摘した通り、これらは現存諸本の差異によりあらわれた棺である口すなわち、一

部の得本 cr積砂戴j本や f叢書集成初編J本)にはその存在が見られないもののJ高麗磁J
本、 f金戴j(蹟勝寺)本、及びj黄島大皐所寂本には牧録される実態があることである。

1ωO. 李圭li甲i3ヨi旬明り悶3芝慈忠1L品f占「敦f健皇潟本

経音義J研立訂f究; 一第二)届詰{哲倒悌?引弗H経音義研究矧i閤羽翻i際祭皐術研討曾論文集鳳j嵐虫出版社 2初01口l年 Oω9丹)

しかし、李、IVi氏の行論はきわめて雑然としており、依擦の明示も見られず、原撰 f玄態音義J
の変容を把握するには不ト分と見られる。例えば、雨氏の論1:j::Jの「二. "1白2901"和“初離本"

中詞11菜有無的比較Jと題した項で、掲出語の fi戻渚、滋!味、有担1J以外の、 P.290lに見ら

れ、初蹴本に見られない、とした 117の諾認が羅列されているが、これらの語認が初期t本
に見られない理由は、初離本の「遺漏jではなく、主として現在発見されている初期f本に、

を し に 12、15、17、18の欠巻があるために引き起こされているだけの現実である O また、

この 117の語認末に並べられた「胃Jl手Jや f'1:*'1:易jの語は、それぞれ現在発見されている

初雛本の巷三、巻五1:ドの掲出語にその存在が確認されることである O 李、明氏のこうした
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彼此の比較は、 P.2901の本質の把握に対しては意味が薄いのではあるまいか。

11.このうちに、李圭i手、明恵、品橋氏は、初離本及び P.2901の嘗刻字の欠筆や遊詩字を殻して、

その刻成、書写年代を詳細に論考しているが、 P.290lを f別天以後才出現的jとする根擦

としている武員iJ天の遊詩字と見る助字及び反切上下字表記中の同I]Jr式Jr得jは、日IJJ

字の遊詩字としては多種であ句過ぎ、箪に「員IJJ字と同じ字母、韻母:を示すために用いら

れただけに過ぎぬと推測できる面が強く、これをもって道写年代を決定付けることは困難

であると見られることである。また、太宗李世民の名 f民j字の避誌と見る「播J(巻二十

中の「技之jの穣音字)、「民J(巻十三中の胞畏の表記字)については、避誌の呂的でこの

ように書かれたのか、通俗字体を表記しているのみなのか判別不可能で、しかも「播j

が f高麗;蔵本jで「搭jとされていても、「搭j字は「技jの音を示すものであるから、[慰j

字に充てることは音韻上に問題があり、また、巻一中の掲出諾[妙、梗Jの蒋解下に rl田氏

丹令jと f民j字が欠輩をもたずに正畜されていることを含めて見ると、これらに太宗の

名に係わる遊詩表現があるとは即麟できぬようである O なお、石塚精通、池mz登様、張鴻泉、

小林芳規の諸氏の推論は〔注 5)参照。

12. P.290lの紙背の雷首部は、初行努頭の文字の右部が消失しかけているが、 riffi J字の残輩

と見える D 冒苦部の残紙の余白の状態からこの~接部には文字は紗寓されていなかったも

のと観察される O 紗海内容そのものは女子と緯師の詩の態酬による般若Zf:ÿID~の説示で、あり、

紗文中には礎師の名が記されていないものの、これと i奇麗の数種の遺文、 S.646、S.2672、

S.3441などを徴すると縄師の名が鎖で、あったことがわかる O 幸いに S.646にその表題が「揚

ナH額続師遊山遇石見一女人溺枕-J未婚詩-町記されるため、このfJIIil.nTIiが揚ナトiの顕治:iI1TIi、

すなわち天堂智頭絡部であることが知られる D ところで、 S.2672では、表j惑は溜められて

いないが、「有一椀師、尋LU入寂、遇至石穴、見一婦人、可年十二三、顔容甚却I;iI廷、 j末1:汰

号席、宛若凡j吾、経書:在床、筆硯{呉有、目前{在之、 1-.J、詩!日JIヨJと詩の贈答の経緯が綴られ

ている O 紗文はこの最末の「市佐j以下の部分であり、天蓋智鎮蹄師に仮託した話柄を通

して空観の解説をはかったもので一女子にやり込められる鵡師のさまが記されている O の

ち女子の詩句中に「行路難Jの題字を置き、 f心中本元物、質潟元物、得心安元見、心中

常見仏J(S.2672では第2匂呂は「只篤元物jとある)の文を縁るところを見ると、この文

が「見仏性Jを説く税者に由来するところもあるようにも思われるが、この文をもって一

連の詩の問答の妙録が終り、次に間行のままに二文字の空格を置いて表題と見られる「元

生法門Jの文字を記し、その下に一文字を空けて f間仏滅度後j云々の『金制三味経jの「無

相法品第三Jからは盟、持品第八jまでの文が77行に及び室長、書されている。この紗文を f大

正新情大裁経』所牧の経文 rT09No. 273Jと校寂すると、語句に節略と多少の改愛がある

ことがわかる O 秒、窮者は主題を問答のを少記の形に集約して偶者と答者の名を省いた上、適

宜詩句を変容させている。ここでその特長の一、二を奉げれば、「視庭所Jr在無有庭Jr入
清白)~J r常在?J戒j遊jの f庭J字を f受Jと記し、法相唯識の述語を識達したかのように、

身心にわたる感受、感覚を凝視する修継者の実態を挙示するところがあり、また、「不住

二乗、大菩薩道jを f如是蹴空、乃名潟蹄J等と記すところなどがある。結局のところ紗

窮される勾文は粧の要諦を示すもので、このために経文の適所を紗録したものと言うこと

ができるようである。

5金剛三1Mミ経jそのものは、 Robert.E.Buswell.jrにより、唐初の法朗の係撰説も出されて
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いるが、唐代の経録にも「北涼失誇Jとして採録されている上、j中本克己氏の記す通り (1朝

鮮総宗成立史への一視点特に留学僧の動向を通してJr察印博士還暦記念論文集j1995年

7月 26臼)、必ずしも係経と特定する必要がないようであり、P.290lの紙背に紗記される「元

生行J1如来戴J1性不動J1心元心J1心即化生J1如来語iWJ1守-J 1観心J1性空智海Jといっ

た詩句は、「如是観空、乃名潟純Jの寅質の個々を解くものと言え、これらの句文が向紙

背の霞首部の詩話の内容と根底で脈絡し、しかも達摩の法jJj長をひき、 11住識や華巌思想とも

かかわる「離心(看心)J1心本不生Jr守一不移Jを主栴する東山法門の挙揚するものに

近接するところが認められることである O

P.290lの紙背の中心の f金問三l米経jの摘録、紗文は、その後末 3行で経文にi直接よら

ず「多心不生滅者」として総括されていて、そこには「心本不生、智安元j戚也jとの文が

記されている。この一連の文は、 f多心Jr不生滅Jr法生Jr減法Jr心本不生Jr智賓元滅」

といった術語によって措定されているが、概ね f金!司Ij三味経jの「無相法品第二j中の文

言「其心生者、令iJ或滅性、一...不生不滅J以下の解脱菩薩と仰の問答の笛所、内容を集約

し、また、間経 f入賞際品第五J中の大力菩涯の「二入不生於心Jに関しての関の中の「心

本不生Jの句を用いてこれを結んでいるが、この底流には、 f斥問言詰i

無j法去可j滅'}A成;戒&J(r大般若波経蜜蜜、多経j巻五百四十五)や、後の車朝丹代に5誇幸出された「復麿観白 J心L心、、

J心L心、本不生、自性成就Ja大方j資制I}華巌経入法界品頓詮毘慮遮那法身字輪瑞伽儀軌j) といっ

た内容、また如来蔵、阿梨耶識を解く新経倍元暁の口述になる「言依如来蔵故有生滅心者、

諮不生滅心、・一一-故説生滅心依不生滅心、然不生滅心輿生滅心、{、緯無二J(r大乗起イ言論

加記j)等との文に通交するところがあり、この元暁の著中に「又若心随縁愛作生滅、亦

可一心I~遺縁反作多心j と見え、「多心J の用語が徴し得るのである O なお、『大般若波羅蜜

多経j考委四百七十ーには「一切相智無生無滅j、同経巻五吉五十六には「一切智賓是無生j

との匂も確認できる O これらのことから f金問三味経jの経文の摘記の後末に紗寓された

この文の背景が、識を分析する法相唯識と般若異空を見据えて、如来躍を主唱する蹄流の

修皐に繋絡していることが知られることである O この一文は、紗窮者濁自のものではなし

その締承の言説を摘銭したものである可能性もあるように忠われる D

こうした文に穣いて、 i可じ行中に二字の空格を置き、「臥騨師入切i蕗鉱門Jの題が書か

れ、次行からこの具体的都法が 19行にわたりま少記されている。そのはじめの 7行は大字で、

以下は改行後の小字での 3行とさらに改行した後の小字での 9行が讃き、その末尾に f入

西方仏国都無念無仏三味寂定此是頓門莫軽j云々との文が記されている。これらは同一人

の時を違えた紗警の如く見られる O

ところで、臥輪綿締に関する遺文については、敦士皇文書にも P.1494に f臥輪禅師看心法j、

S.5657 r臥輪騨締掲jがあり、また f六組壇経j将軍源諸鐙集都序jr宏智粧師資録jr寓松

老人評唱天章受和尚粘古詩盆銭jr宗鏡録jr景徳傍燈録j等にもその倍匂についての言及

が見られる O この椛i互に早く注意を払った鈴木大拙氏は、「慧能よりもずっと以前に居た

のではなかろうかjとして、「榊秀系に属していたものJと見、また、その後に、柳田霊

山氏は、 S.6631に rl顕わくは安楽国に生せんとあるによっても、少なくとも達磨系の蹄者

でなかったことは明らかであろう Jと記し、浄土系の締者と見なしていて、この二解が現

在に引き繕がれているが、唐中期の圭峯周宮、が r[翠以彼修錬功至詮得t!P以之示人(求那、

稿、臥輪之類)J (邦軍源、諸詮集都序j巻 2) と記し、求那抜i吃羅、慧光、{曾稿と並べた
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臥輪韓師は、宗派の枠が成立する以前の輝匠と見え、 j手土系と評することは危殺と思われ

る。この臥輪車軍部は「臥輪有伎稿、能額百思想、欝境心不起、菩提呂田長Jとの鳴を詠じ

たという。この備を修行強から示された六祖慧能はこれに批判を加え、「懇能紫伎{席、不

獣苔思想、、封境心数起、菩提作接長J(r六組壇経j 宏智康録Jr長懇{専燈録j) と!駁した

とされる。これらの内容は元代の寓松行秀老人が綴る f正如北宗、時持弱j掛拭、莫{吏惹塵

挨J(r寓松老人評唱天童発和尚粘古請盆録J)の句が言い当てているようであるが、fl:ilI近、

南北を開明しようとする f壇経jの撰者の紳秀批判に通ずるものであり、玖輪締締その入

がこうした北宗、乃至これに蹄趨させられた前代の騨流に越する椀旺であったようにも推

測されることである O こうして見るとこれら一連の習礎にかかわる匂文の妙鶏を行った者

は、達摩韓が撞頭し、韓流の諸涯が互いに針手を批判しつつ活躍する時代、別天武j言の君

臨する時代にさしかかる頃に道を撃んでいたものと想像され、その窪:鶏年代も早ければ七

世紀末、遅くとも八世紀初と見て差し支えないように思われる O

なお、室長縄師と一女子との詩の贈答の文について、これを俗文事の一類として川崎ミチ

子氏が採録している(講座敦士皇 8r敦煙仏典と禅j大東出版 1980年 11月p323~ 325) 0 

また主人輪穂綿については、鈴木大拙氏 (r鈴木大拙全集J(増補・新版)第二巻岩波書[6
2000年 2月p441~ 442、452~ 453)、柳田聖山氏(r初期禅宗史容の研究i柳田聖1-11集第

六巻法蔵館 2000年 1月p67~ 68)、田中良昭氏 (r敦埠禅宗文献の研究 第二j大東出版

2009年 2丹p368~ 382)等がその遺文を採録し小述もしている O

13. P.2901に見られる f玄謄音義iに封醸する巻数については、張金泉氏らは同支燥音義経考i

で二十四、二十五の二巻についての記述が欠けているが、その後、張氏は fp.290li~1l経音

義詩巻考J(r杭ナ1'1大撃墜報J(哲華社会科皐版) 1998年第 1~羽)において、これを補入し

訂正したと見られる。

14.張金泉許建平著 f敦憧音義援考j(杭ナH大撃出版社 1996年 12月913頁)、張金泉 fP.290l

f弗経音義寓巻考Ja杭ナト|大皐撃報J(哲事社会科事版) 1998年第 l期 100頁)。

15.嘗察本を筆録した者が、この形を創出したか、或いは既にあったこうした形にした先人の

編書を忠賓に喜多、寓したかは不明である O 某の創出したこの形の原書を齢、寓したとすれば、

某の意圏ということになる。

16. r玄磨音義jの寝入では、前年の『維摩詰所説経Jから『兜沙経jまでの 61種経は「大乗経」

で、後年の rt憂婆塞戒経Jから f文殊ii1律経jまでの 10種経は「大乗律jとなっている。『玄

庭音義jの中でも極まれな構成である。

17. (注 10J書 253頁参照。

18.紳田喜一郎「絡流の二大小事家一智霧と玄磨-J (r支那事』第七巻第一競昭和八年防中

田喜一郎全集j第 I奉 f東洋皐説林J向朋舎 昭和六十一年一月再牧 192~ 194頁)、及

び張榔麗「字撃大徳玄磨法師事跡小孜J(筑波大事人文社会科皐研究科『論叢現代詩・現

代文化J第7競 2011年 10月)それぞれ参照。

19.郭透の事績については、高田時雄氏に「可洪趨函録と行活随函音疏J(f中国語史の資料と

方法j京都大挙人文科皐研究所 1994年)詳論がある。

20寺院の『一切経音義Jf黙勘録JS.5895、P.4788、北臨 631、及び『一切経音義Jf室長、経録JS.3538v 

が見られる。
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通
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